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チンギス・ハーン祭祀の政治構造1）

楊　海英

序：従来のチンギス・ハーン祭祀研究と本論文の目的

内モンゴルの西部，黄河の大湾曲に位置するオルドス地域（河套）にチンギス・ハーンを対象

とする祭殿と祭祀が維持されている。この祭殿をモンゴル族は「ナイマン・チヤガン・オルド」

（Naiman Cagan Ordo），すなわち「八つの白い祭殿」とよぶ。中国の各種資料には「八白宮」

あるいは「八自室」と記されている。祭祀を直接運営する祭祀者集団を「五百戸の黄色いダルハ

ト」（TabanJagunErnhe Sira Darhad）という。

オルドとは，元来宮殿，宮帳を意味するトルコ・モンゴル語で，オルドスはその複数形である。

チンギス・ハーン時代には，ハーンの妃たちにそれぞれ託された屯営地すなわち宮帳を指してい

たが，チンギス・ハーンの死後は，その遺品を神体とした祭殿をオルドとよぶようになった（陳

1989：62－63）。『蒙古源流』や『黄金史綱』の記壷削こよると，ハーンの即位式はこの祭殿の前で

おこなわれるか，あるいは即位後に参拝することになっていた（Bawden1955：104）。つまり，

ハーン位についた者は，チンギス・ハーンの「御前」でみずからの正統性を確認しなければなら

なかったのである。

このチンギス・ハーン祭祀は，従来から多くの研究者に注目されてきた。とくにモンゴル人研

究者は，チンギス・ハーン祭祀の政治的意義の重大性を早くから認識していた。1909年から1910

年にかけてオルドスを旅行したプリヤート・モンゴル人ジャムツアラーノは，チンギス・ハーン

祭祀の一部を観察し（XaMLlapaH01961），祭祀に関する文書を収集した（Rintchen

1959）。ジャムツアラーノには，祭祀観察よりもっと重要な目的があったようだ。それは，「八

白宮」を外モンゴルへ移し，独立したばかりの新生国家のシンボルにするためであった（l羞i－

Jamsu1992：27）。ジャムツアラーノは優れた研究者であるばかりでなく，外モンゴル人民革命

党綱領を起草したはどの政治家でもあった（田中1990：174－211）。モンゴル国と中華民国だけ

でなく，当時大陸に進出していた日本軍と「蒙古連盟自治政府」も，チンギス・ハーン祭殿と祭

祀の政治的意義を十分認識していた。日本軍はこの祭殿を支配下に入れようとして中華民国との

あいだで激しい争奪戦をくりひろげた（内田1984：129－233；Sainlirgal＆Saraldai1983：

347－366）。中華人民共和国成立後，国家へのモンゴル族の求心力を強化するため，1958年から
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1980年代初頭まで，モンゴル族の祭殿への参拝と祭祀の挙行は全面的に禁止された。この長い中

断に加え，祭祀が古来から秘儀とされてきたため，祭祀を復興するにあたって，不明瞭な点が多

数残った。ここで，ダルハトたちはチンギス・ハーン祭祀を，世に公開することに踏みきった。

それが，ダルハトの一人であるシャラルデイの著した，チンギス・ハーン祭祀についての専門書

『黄金オルドの祭祀』（A地∽0れわ押－〟乃伽）である。シャラルデイは，豊富な文書と精力的

な実地調査にもとづき，チンギス・ハーン祭祀とその主宰者ダルハトに関するきわめて詳細な記

述を呈示している。

一方，1906年から1925年にかけてオルドスで宣教活動をくりひろげていたモスタールト神父は，

民俗資料を収集し，優れた研究を続けた（Mostaert1934，41，42，56；Aubin1972：218－220；

Poppe1971：164－169）。モスタールトはのちに歴史研究に専念するようになり，チンギス・ハー

ン祭祀に関しては言及してはいるものの，とくに深い分析は試みていない。モスタールトがオル

ドスから持ちだした資料のなかには，チンギス・ハーン祭祀に関するものも含まれる。これらの

書誌学的研究をおこなったのはセールイスである（Serruys1970，74a，74b，75a，75b，78，82a，82b，

84その他）。ただ，セールイスは祭祀自体を観察していないためか，祭祀の全体像が浮かんでこ

ない。

チンギス・ハーン祭祀を分析する前に，その基盤となっているオルドス・モンゴル族について

簡単に触れておく必要がある。オルドス・モンゴル族の社会構造上もっとも大きな特徴は，父系

親族集団オボク（obog）の存在と機能である（Mostaert1934）。数多くのオボク集団のなかで，

とりわけ注目されてきたのが，チンギス・ハーン一族の傍系と自称するガタギン・オボクである。

ガタギン・オボクの神話上の祖先は，チンギス・ハーンの祖先とは兄弟であったと『蒙古秘史』

に記録されている（道潤梯歩1978：1ト13）。

ガタギン・オボクは，独自の守護神「十三嫉妬天」（Arban GurbanAtaga Tegri）を祭ってい

る。この祭祀については，オルドス出身の民族学者ホルチャバータルの優れた研究がある

（Hureabagatur1992；小長谷1989b）。ホルチャバータルは長年にわたる実地調査で入手した

一次資料をもとに，『ガタギン十三嫉妬天祭』を上梓している。以下，筆者はこの著作を参考に

して，傍系ガタギン・オボクの「十三嫉妬天祭」と「八白宮」との関連について検討したい。

ガタギン・オボクが主宰する祭祀を，「ハーン一族の十三嫉妬天祭」（Had－unGer－unArban

Gurban Ataga Tegriqyin Tailga）という。これは，「嫉妬天」をハーン一族の守護神とする

「ジュゲリ祭」（Jugeli）でもある。「ジュゲリ祭」とは，ホルチャバータルの定義では，‾、チン

ギス・ハーンが全モンゴルを統一する以前のオボク集団の祖先祭であったという（Hureabagatur

1992：7－8）。儀礼の進行としては，木にかけて天に捧げた羊肉（J山dn）をオボク集団の全成員で

会食し，一族の系譜を朗唱して同一集団であることを確認しあう（Hureabagatur1992：4－6）。

ホルチャバータルは「ジュゲリ祭＝ハーン一族の守護神祭」と位置づけ，この祭祀はもともと

チンギス・ハーンを生んだボルジギン・オボクの祖先にあたるボドンチヤルが主宰していたもの

と推定している。ボルジギン・オボクの祖先祭としてあったものが，チンギス・ハーンの死後，
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チンギス・ハーンそのものを神格化する崇拝がはじまったため，傍系のガタギン・オボクに祖先

祭祀の管轄が移行されたという。ホルチャバータルは，さらにつきのように指摘している。モン

ゴル族の各オボク集団内には，それぞれ「ジュゲリ」とよぶ祖先祭があった。後にチンギス・

ハーンによる統一の結果，各集団内に存在していた祖先祭は，すべて「八白宮」祭祀に吸収され

たといい（Hureabagatur1992：8－9），「八白宮」の祭祀はオボク集団の祖先祭に由来すると推定

している。

ホルチャバータルは，特別なオボク集団の祖先祭とチンギス・ハーン祭祀との関連をみごとに

分析したのに対して，小長谷はチンギス・ハーン祭祀における牧畜儀礼的側面に注目した。小長

谷によれば，元来は牧畜儀礼ではあっても，ことにチンギス・ハーン祭祀の一環として再演され

るときは，牧畜儀礼にもすべて政治的な意義をもたせていると論致している（小長谷1988，89a，

89b，9la，9lb，92，93）。小長谷の一連の研究は，単に遊牧社会における牧畜儀礼の分析にとどまら

ず，牧畜儀礼を通して社会構造の究明に道を切り開いたといえよう。それでも小長谷は「（牧畜

－筆者）儀礼の歴史的展開あるいは政治的展開については，オルドス地域研究として今後の大

きな課題となるであろう」と展望し，チンギス・ハーン祭祀の全面的究明に期待を寄せている。

筆者は，1992年春から夏にかけてチンギス・ハーン祭殿が置かれている大工ジン・ホロー地区

で調査を実施した。その際，『黄金オルドの祭祀』を著したシャラルデイをはじめ，複数の祭祀

者ダルハトから話を聞くことができた。本論文では実地調査で得た資料をもとに，上述のホル

チャバータルと小長谷らの研究を十分に踏まえながら，チンギス・ハーン祭祀における政治構造

の具体性を分析する。そのためには，儀礼そのものの解釈に入る前に祭祀者集団ダルハトの社会

構造を究明する必要がある。そして祭祀全体の主要部分を提示しつつ，祭祀における個々の儀礼

の政治的意義を考察する。さらにこの考察を踏まえ全モンゴル族の政治大祭としてのチンギス・

ハーン祭祀と，一オボク集団ガタギン・オボクの祖先祭とを対比しながら，遊牧社会における政

治祭祀の挙行と集団統合の原理について検討する。

1　祭祀者集団ダルハトの社会構造

1．1　ダルハトの出自

ダルハトとは，ダルハン（Darhan）の複数形である。ダルハンということばは，5世紀以降勃

興した古代トルコ（突蕨）族が残したいわゆる「オルホン碑文」にも記されており，ハーンの側

近官僚のことであろうと指摘されている（護1976：111－112）。ウラジミルツオフは，モンゴル

史上におけるダルハンは，自由民たる高位や租税賦役の免除を得るばかりでなく，領主の仲間に

入ることもあった，とみている（ウラジミルツオフ1941：272－273）。ウルジイは，ダルハンの

称号は，チンギス・ハーン一族の「命の恩人」にだけ与えられていたと論敦する（01Jei1993：

124）。ダルハンという称号を有する者は，特別の功績により，まず租税の免除を受け，そのほか

にも各種の特権が与えられていたのである。外モンゴルにおいては，17世紀以降，チベット仏教
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の高僧（活仏）が領有する属民もダルハトとよばれていた（Bada血atan1965）。オルドスでも

ダルハンの称号は，最近まで上層部から属民に下賜され，終身もしくは一定期間内の課税や賦役

の免除を受けていた（モスタールト1985：61）。

オルドスの「五百戸の黄色いダルハト」は，チンギス・ハーンの各種祭祀を700年間にわたっ

て維持してきたと主張する。かれらの主宰してきたチンギス・ハーン祭祀は1958年から共産党に

中止を命じられ，ダルハトの組織は解散させられた。解体後，かれらはオルドスの各旗へ分散し

ていった01980年代に入ってから，祭祀活動はわずか数人のダルハトの手で再開され現在に至っ

ている。

ダルハトたちは，みずからを「チンギス・ハーン一人に永遠に服喪する者」と位置づけている。

チンギス・ハーン以外のハーンや皇帝が死んだ場合，たとえそれがモンゴルのハ⊥ンであろうと，

清朝皇帝であろうと，いっさい服喪しない。ダルハトはまたいっさいの官職につかない（Sain－

1irgal＆Saraldai1983：451）。これは，ダルハトがチンギス・ハーン以外に仕えないことを

端的に示すものである。

ダルハト組織の起源については，フビライ・ハーン（在位1260－1294年）が「午年」に40万の

「青きモンゴル族」から特別の人たちを遺別して編成したと伝承されている。その際「黄色い書」

（羞irabieig　勅旨）によって各種の爵位がダルハトたちに授けられたため，以後は「黄色いダ

ルハト」とよばれるようになったという（Sainlirgal＆Saraldai1983：414－415）。また，チン

ギス・ハーンの祭殿オルドを「黄金の（黄色い）オルド」とよぶため，その祭祀者のことも「黄

色いダルハト」とよふようになったとする説もある（Hureabagatur1991：123）。黄色は特権階

層を示す色であろう。しかし，ダルハトのなかにチンギス・ハーン一族の出身者は含まれていな

い0かれらはみずからをチンギス・ハーンの「九大元帥」とその他の英雄功臣らの子孫であると

主張する。

ダルハトの出自を分析するためには，陰暦5月15日におこなわれるチンギス・ハーンの「夏季

大祭」（nagur－untailga）の運営が参考になる。この「夏季大祭」はフビライ・ハーンが定め

た祭祀で，夏のあいだ湖のある夏営地でおこなうため，「湖の祭」ともいう。この祭祀において

もっとも重要な儀礼は，ダルハトたちに「黄金の恩賜」（altantogegel）を下賜することである。

この際，「チンギス・ハーンのために功績を立てた」人たちの名簿を延々と読みあげる（Sain－

Jirgal＆Saraldai1983‥78－102）。ホルチャビリクによると，「チンギス・ハーンの偉大なる

黄金の恩賜」（Bogda－yinYehe AltanTOgegel）という文書には，「黄金の恩賜」をもらす資格

のある人物は69人で，この数字はフビライ・ハーンが編集したといわれる′『十善白史』（Ar占。乃

β叩α血州朔一柳q卵〃飛地）の記録と一致する（Hureabilig1994：47）。この儀礼は，チン

ギス・ハーンが功臣たちに恩賜を与えたことに由来する。チンギス・ハーン以降も，功臣たちの

子孫，すなわちダルハトたちに恩賜を与えつづけてきた－tいう（Sainlirgal＆Saraldai1983：

103－104，419－420）0換言すれば，この儀礼は，単に「チンギス・ハーンが功臣に恩賜を与える」

ことの再現ではなく，功臣たちがチンギス・ハーンから受けた恩賜をその子孫たちが永遠に継承
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していくことを，儀礼の場で公開するものである。『黄金オルドの祭祀』にある名簿は功臣らの

功績を詳細に語っている0ダルハトたちは「夏季大祭」において祖先の功績を読みあげ，「黄金

の恩賜」を配られることによって，みずからの系統と地位を確認する。肝心なのは，それらの功

臣のなかにはチンギス・ハーン時代の人物だけでなく，16世紀のバトムンク・ダヤン・ハーン時

代の者も含まれていることである。「チンギス・ハーンの功臣」たる者を，後世の歴代為政者が

都合のいいように書き換えてきた可能性もある。

ホルチャバータルによると，ガタギン・オボクの一連の祭祀のうちもっとも重要な「大祭」は

陰暦5月8日の「仔畜祭」（tol－nn tailga）で，一部のガタギン・オボクは「仔畜祭」を「恩

賜祭」ともよんでいるそうだ（Hureabagatur1992：123－125）。筆者がガタギン・オボクの長老か

ら確認したところ，むしろ「恩賜祭」との名称の方が以前は一般的だったという。ホルチャバー

タルは，チンギス・ハーンの「黄金の恩賜」をダルハトに配布する日が5月15日で，ガタギン・

オボクの「仔畜祭」（恩賜祭）が5月8日であるという祭祀期日の不一致を，古代シャマニズム

によるものと結論づけている（Hureabagatur1992：124－125）。しかし，筆者は，祭祀期日の異

同よりも，「恩賜祭」を今日では通常「仔畜祭」とよふようになった変化の方が重要ではないか

と考える。ガタギン・オボクの祖先祭にみられる「恩賜」（羊肉）の配布は，本来はおそらくオ

ボク集団の祖先祭における欠かせぬ儀礼であったと推定できる。オルドスのテレングート・オボ

クの祖先祭では，オボク成員がもらう「恩賜」の部位が決っているため，それを正確に見つけ出

せない成員は，オボク集団から追い出されたという（Hureabilig1994：41－42）。ガタギン・オ

ボクは，ハーン一族と同じ出自であっても，傍系であるゆえに「ハーンの黄金の恩賜」を成員に

配る権利をもたないため，祖先祭をただ一族の家畜の繁殖を祈願する牧畜儀礼と化したのではな

いかと推察される。

1．2　ダルハトの内部組織に貫く政治統合の論理

ダルハト集団は大きく西と東（または右と左）の二つの部分に分かれる。西は，「大部」（yehe

tala）で，チンギス・ハーンの祭殿「八白宮」の祭祀を主宰する。東は，「中部」（bagatala）

で，カラ・スウルデ（Hara Snlde）とよぶ軍神黒三叉（以下黒三叉と略記する）の祭祀を主宰す

る0西の「大部」ダルハトたちは，チンギス・ハーンの「四駿」とよぶ四人の将軍の一人，第一

の功臣ボウルジュの部属で，東の「中部」ダルハトたちは「四駿」のもう一人，第二の功臣ムカ

リ（木筆黎）の部属であると伝承されている。

ダルハトを通常ヤムタト（yamutad）ともよぶ。ホルチャビリクの説では，ヤム（yamu）とは

「食べ物」を意味する古代トルコ語であるという○オルドスでは宴会の席上，客に羊頭の肉と

ヨーグルトを配ることを，「ヤムを配る」（yamutngegehn）という（Hureabilig1994：40）。

実際，祭祀のときには，西部ダルハトには羊肉の右の部分（JObtala）を，東部ダルハトには左

の部分（burugutala）を配るという（Hureabilig1994：46）。したがって，ヤムタトとは，儀

礼のときにハーンの恩賜ヤムをもらえる人たちを示すとみてよかろう。
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「大部」と「小部」にはそれぞれ異なった爵号があり，それを表1にまとめた。表からあきら

かなように，西（右）の「大部」ダルハトには文官爵が多いのに対し，東（左）の「中部」ダル

ハトには武官爵が多い。ダルハトの話では，西の「大部」ダルハトの多くは，『蒙古秘史』に登

場し，一時チンギス・ハーンと敵対していた有力な部族集団の血統をひく。それに対して東の

「小部」ダルハトの方は，チンギス・ハーンの親衛部隊ゲシクの兼高を名のる者が多いという。

ダルハトの内部には昔から18のゲシク組織があったという。同じゲシクの者同士は「ゲシクの

兄弟」（he羞ig－inahadeg皿）とよぴあい，相互で結婚しない原則を保持していた。同じゲシク

に属する者は同じ父系親族集団に属していたと考えられる。

ゲシクとはモンゴル語では「恩寵」を意味し，トルコ語では「当番」や「番直」，「宿直」な

どの意味であり，ハーンを輪番で護衛する親衛部隊を指す。その規模は約一万人であった。ゲシ

クの長官には，チンギス・ハーンの「四駿」とよばれるボウルジュやムカリなどの一族が任命さ

れていた（杉山1992：79－80）。ゲシクの成員は，名門功臣の子弟およびハーンと特別な縁故の

ある者にかきられ，チンギス・ハーンと個人的な感情でむすばれていた。ゲシクは，チンギス・

ハーンに対して絶対的忠誠を誓う，強烈な連帯感をもつ特権集団で，それゆえただの軍人ではな

く，チンギス・ハーンに代わって政治に関与することもあり，一種の「幹部養成機関」でもあっ

た（杉山1992：80）。

先に触れたように，「八白宮」の「夏季大祭」において，チンギス・ハーンの功臣たちの名簿

が読みあげられる。そこにも，チンギス・ハーンのゲシクたちが登場する。チンギス・ハーンか

らゲシクに与える「黄金の恩賜」を，現在ではダルハトたちが受けとる。このような関連から，

祭祀集団のダルハトの中核部分が，チンギス・ハーンの親衛部隊ゲシクの子孫から構成されたも

のか，あるいはダルハト組織はチンギス・ハーンのゲシクを模倣してつくられた集団であったと

推測される。

ゲシクたちはチンギス・ハーンの死後も，特別の忠誠心を抱いて祭祀を維持しつづけたのであ

ろう。祭祀では，旧ゲシクたちの名前のリストが読みあげられ，子孫と称するダルハトがそれに

答えることによって，「チンギス・ハーンの恩賜」は一代一身で終わるものではなく，永遠に続

くものであることが示される。

もともとモンゴル語で西は右，東は左を意味する。チンギス・ハーンは十進法体系で全モンゴ

ル軍を組織したうえ，左右両翼に分けた。右翼万戸の長官は第一の功臣ボウルジュで，その布陣

はモンゴル高原の西部方面，ハンガイ山からアルタイ山にかけてしかれた。一方，左翼万声の長

官は第二の功臣ムカリで，布陣は興安嶺にいたるモンゴル高原の東部に配置された。東：西＝

左：右という宇宙観は国家政治体制に反映されていた（杉山1992：77－78）。このことは，右（西）

は左（東）より地位が高かったことを表している。実際，現実の社会生活のなかでも，モンゴル人

は西すなわち右を尊ぶ。この宇宙観をダルハトの組織に照合してみると，ダルハトも，組織上モ

ンゴル帝国の左右両翼体制の伝統を継承しているといえる。ダルハトの西の「大部」は，東の

「中部」よりも地位が高いことになろう。換言すれば，チンギス・ハーンと敵対したこともある
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表1　ダルハトの18ゲシク組織

注　　釈：1824年（道光四）綜遠将軍ユンシャンと神木理事大臣が道光皇帝に上善し，ダルハトの爵号は「朝廷の大号」

（政治爵号）である，と禁止すべきことを提案したところ許可された。しかし，この件は全モンゴルの反発を

まねいた。1826年（道光七），ハルハ・モンゴルのセチェン・ハーン，ジヤサクト・ハーンをはじめとする総

計io盟の王公らが連盟で上奏したところ，翌年道光皇帝はついに禁止令を撤廃した。

（Narasun，S．著　Cinggis Hagan－u NaimanCaganOrdo－yin Tuhai Ognlehn ni．1993年，P．54）

資料出典：Sainlirgal＆Saraldai著　Altan Ordon－u Tailga．

作　　図：筆　者



有力部族の血統をひく者から構成された西の「大部」ダルハトが，チンギス・ハーンに追随し忠

誠を尽くしたゲシク出身の東の「小部」ダルハトよりも地位が高いことになる。

ダルハトは，元朝の創始者フビライ・ハーンに任命されたと前述した。フビライ・ハーンは，

チンギス・ハーン一族による中央集権体制を強化させ，かつての有力な部族集団の再興を防くた

め，これら有力部族の血統をひく者をすべて「チシギス・ハーンを祭る」という名誉ある，高位

のポストにつかせ，声を掌握するゲシク出身の者を相対的に「地位の低い」東（左翼）側に配置

し，相互の牽制をはかったのではなかろうか。また，ダルハトのなかには，チンギス・ハーン一

族の子孫はいない。したがって，ダルハト組織には政治的策略が貫徹されており，かれらは一種

の出自を超越した政治集団であるといえよう。

2　祭祀の対象

以上チンギス・ハーンの祭殿「八白宮」と軍神黒三叉の祭祀を主宰する「黄色いダルハト」と

いう特別な祭祀者集団の由来と社会構造について論じてきた。つきは，かれらがになってきた祭

祀の内容と目的を分析する。

2．1「八白宮」の歴史的背景

モンゴルのハーンの宮帳オルドについて，ヨーロッパの旅行家がつきのように記録している。

タルタル人は多くの妻をもっている時には，それぞれの妻が自分の住居オルドをもち，首長

（ハーン）はこれらのオルドを巡回しながら宿泊する。首長が死んだ後もオルドはとり壌されず

に，妻たちが管理に任ぜられる（カルビニ／ルプルク1989：23；75）。ベルシアの歴史家ラシー

ド・ウッディンによると，チンギス・ハーンには四つの大宮帳オルドがあり，それぞれ四大后妃

に管理されていた。第一オルドの主宰者はボルテ皇后，第二オルドはクラン（忽蘭）妃，第三オ

ルドはイェスウイ（也遂）妃，第四オルドはイェスウガン（也速干）妃であった。彼女らには一

定の属民と領地があり，これはハーンの死後も彼女らに継承され，四大オルドはハーンを祭る祭

殿になった（ラシートウッディン1986b：323）。箭内の研究によると，オルドはハーンの住居

ではなくしてその后妃らの住居で，ハーンが在世中に各オルドに臨幸し，死後もオルドの神聖を

保ちつづける。モンゴルの歴代ハーンのオルドのなかでも，とくにチンギス・ハーンの四大オル

ドはもっとも厳重に管理された（箭内1930：708，718）。箭内はさらに，ハーンが死んだ毎の各

オルドにはハーンの金像ないし石像を安置して陵廟の役割を果たしていたのであろうと推測して

いる（箭内1930：740）。箭内の，チンギス・ハーンの四大オルドは別々のところに安置され，

しかも固定建築であったとの推論は，最近では宇野の新たな研究によって否定されている（宇野

1988）。

チンギス・ハーンを主要な祭祀対象とした祭殿オルドの成立時期について，明確な記録はみら

れない。『元史』によれば，1264年（至元元年）の冬，夏の都であった上部に元朝の歴代祖先を
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祭る「七室太廟」を設置したとあり，後に大都（北京）にも「太廟」を設けている。漢文資料の

「太廟」とはおそらく祭殿オルドのことであろう。ただし，「太廟」の数については八とも九と

もあり，その規模は一定しなかったようである（『元史・祭祀三』1976：1831－1855）。一方，

ラシード・ウッディンはモンゴル高原の「大禁地」にあるチンギス・ハーンの祭殿は九つのオル

ドからなっていると記録している（ラシード・ウJデイン1985：377）。『ハーンの黄金秘譜』

（肋d－MA侮れ0〝f50gα柁仇上物g）には，壬午の年（1282）にフビライ・ハーンが天に誓い，

聖チンギス・ハーンを全モンゴルで祭ると定め，各集団のなかから祭祀者のダルハトを遥出し，

「八白宮」を設置したとある（Sainlirgal＆Saraldai1983：25）。道光年間（182ト1850）の

オルドスの歴史家グンチュグジャブの『真珠練』（5血Erf鮎）によると，フビライ・ハーンが

1295年に，先祖チンギス・ハーンの祭殿の祭祀を子々孫々にいたるまで絶やさぬため，チン・ケ

チェラトウ・メレゲン・ウケルン（Cing HieiyeltuMergen Ogelen）太師，ピントウ（Bingtu）

宰相，イラグースン・ホンジン（Ilgugsen Honlin），ウグト・チリビ（Ogto Carbi），ビトウ

ン・ユルルチ（BitegunIrngelei）ら八人の聖職者を任命し祭祀の重任にあたらせたという

（Sainlirgal＆Saraldai1983：25）。いずれにしろ，祭殿の数はしだいに八へと整備されて

いったと考えられる。

15世紀の半ばころ，モンゴル族の各集団が相次いで，当時は河套とよばれていた現在のオルド

ス地域に入り，明の勢力を駆逐して住みついた。当初，「八白宮」はオルドス地域の西北部に位

置するアルプス山の南麓にあったとされている（Narasun1993：43－44）。ダルハトの話では，

「八白宮」はオルドス地域の東部，ダラデ旗にあるワン・イン・ジョ寺（イケ・ジョ寺）の近く

に長く安置されていたという。ワン・イン・ジョ周辺はジノンの宮帳オルドが置かれていた地で

ある（楊1994：386）。いずれの地においても，「八白宮」がつねにジノンあるいはハーンの身

辺に祭られていたことを物語っている。

2．2　現在の「八白宮」の実態

現在オルドス地域にある「八白宮」の構成はつきの通りである。

①チンギス・ハーンとボルテ皇后の「白宮」

②クラン（忽蘭）妃の「自宮」

③グルバラジン・ゴワ妃の「自営」

④ウンドゥグン・チヤガン（卵白色馬）の「白宮」

⑤ポロ・ウンドウル（馬乳酒入れ）の「自営」

⑥ジロー（手綱）の「自営」

⑦弓矢の「自営」

⑧文書館の「白宮」

八つの「自営」は，三人の后妃と五つの神格化された遺品から構成されたものである2）。八つ

の「白宮」はオルドスの各地に分散していたが（地図1），1954年に共産党政府の命令で現在の
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大工ジン・ホロー地区に集められたのである。各「白宮」の内容はおおよそ以下の通りである。

①チンギス・ハーンとポルテ皇后の「自宮」

チンギス・ハーンと第一婦人ボルテ皇后の伝統的な「自宮」（einggishagan－babnrtegellin

hatun－ueindar－uneOmeOgOrdon）は，南北方向につながった瓢箪形の二つのゲル（テント）

で，ゲルの頂上には金頂があったという。ウラジミルツオフはこの種のゲルをヨーロッパの旅行

家が記した「頸」のついた，早期遊牧民の天幕の形だと示唆している（1941：91）。ゲルのなかに

は供卓があり，その上にチンギス・ハーンの「骨灰」（eindar）を納めた銀箱が置かれていた。

箱のなかには「チンギス・ハーンと九大元帥」というタイトルの絵が納められ，箱の前にはチン

ギス・ハーンの肖像画が掲げてあったという（Sainlirgal　＆　Saraldai1983：15－16）。

②クラン（忽蘭）妃の「自宮」

クラン妃（hulanhatun）の「自宮」は，大工ジン・ホロー西南7キロのホン・トロガイとい

う地にあり，現地のモンゴル族からは「小主君」（baga eJen）とよばれていた。南北方向につ

ながった二つのゲルのなかにはクラン妃とチンギス・ハーンの肖像が祭られていたと伝わってい

る。ダルハトによると，肖像に使用されている赤色は妃の血で，青色は妃の遺体を焼いた「骨灰」

であるという（Sainlirgal＆Saraldai1983：243－245）。クラン妃は生前にチンギス・ハーン

の第二宮帳オルドを主宰していたため，現在の祭殿「自営」は当時の第二宮帳オルドの変容であ

ろうと推測できる。

現在のダルハトのなかで，クラン妃祭祀の祭詞を記憶している者はいない。ジャムツアラーノ

の収集した文書にその祭詞も含まれている。この祭詞は炉（golomta）への讃えを中心にしてい

る（Rintchen1959‥10ト102）。炉は家族や財産のシンボルであり，「炉の主人」は家族の長を

指す。一般牧民の場合，「炉の主人」は男性だが，ハーンの宮帳オルドを管理運営していたのは

妃であるため，祭詞の炉に対する賞賛は宮帳オルドの女性主人への賞賛となっている。

③グルバラジン・ゴワ妃の「自宮」

グルバラジン・ゴワ妃（gurbellin guua）の「自営」は，大工ジン・ホローから東へ120キロ

離れたジュンガル旗のポロ・ドカイのタブガン峠にあった。ジュンガル旗のモンゴル人からは

「左翼の主君」（1egQngar－inelen）とよばれ，二つのつながったゲルのな呵こ，モンゴル族の

貴婦人の頭飾りを祭っていたという。毎月の三日に祭があり，病気除去の祈願をかける参拝客が

多かったと伝わっている。

『蒙古源流』によると，グルバラジン・ゴワ妃はもともと西夏王の妃であったという。西夏の

滅亡とともに妃が黄河に入水して死んだため，モンゴル人は黄河をガトン・ゴル（妃の河）とよ

ぶようになった，と書かれている0一部のモンゴル人は，グルバラジン・ゴワ妃の死後，その魂

にたたられるのを恐れてこの「白宮」を設置したという。また別の民間伝承では，西夏王の妃グ
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ルバラジン・ゴワは性器のなかに鉄を隠しもち，亡国の恨みからチンギス・ハーンの玉体を傷つ

け，ハーンの死をもたらしたという。このため，「白宮」は怨霊信仰ともむすびついている。ハ

イシツヒは，グルバラジン・ゴワ妃の身投げ伝説が紀元前から伝えられている黄河での少女供養

のなごりであると解釈している（ハイシツヒ1967：139－141）。

一方村上は，グルバラジンとは「とかげ」，「さそり」などの意で，呪術的色彩の濃い女性名

に使用されると主張したうえ，この「グルバラジン・ゴワ妃」とはいわば「さそり妃」で，チン

ギス・ハーンに征服された亡国の妃名とみている（村上1976：273－274，1981：239－240）。

モンゴル人研究者のなかには，「グルバラジン・ゴワ妃」という「自営」の守護神を疑問視す

る者も多い。ホドルンガ（Hudurunga）によると，チンギス・ハーンが西夏王妃をめとったとい

う記録は『蒙古秘史』などの古典にはみられない。西夏征服以前に同国から一人の娘を妃として

迎えたという記録はあっても，史籍にあまり登場しないため，無名かつ地位の低い妃であったと

考えられる。たとえ『蒙古秘史』に記録がなく，実際に西夏の妃を略奪したとしても，敵対者の

婦人を「白宮」の「神」に昇格させ，全モンゴルの祭祀対象にすることはありえない。『蒙古秘

史』の記録では，チンギス・ハーンが西夏征服に赴いた際，諸妃のなかからイェスウイ妃を同伴

させた。昇天まで忠実に仕従した者はイェスウイ妃の他にはいない。西夏の征服後，その部衆を

イェスェイ妃に与えた。また現在のオルドスには，チンギス・ハーンの第一と第二の宮帳オルド

を主宰していたポルテ皇后とクラン妃の祭殿があるのに対し，第三と第四宮帳オルドを主宰して

いたイェスウイ，イェスウガン両妃の「自宮」がないのは不自然であるという。かれは，「左翼

の主君」グルバラジン・ゴワ妃とは，実際に最後まで政治舞台に残っていたイェスウイ妃のこと

で，この「白宮」はイェスウイの「自営」であろうとみている（Hudurunga1993：58－64）。

今世紀初頭にオルドスを旅行したジャムツアラーノは，「左翼の主君」とは，イェスウイと

イェスウガン両妃であり，二人は姉妹であるため，一つの「自営」内に祭られているという

（XaMLlapaH01961：196，205）。セールイスもこれに賛同している（Serruys1978：

129）。わずか数十年のあいだで，祭祀者のダルハトも含め，「八白宮」の内容を混同するような

諸説がおこったのは，一つには『蒙古源流』の影響で，もう一つはおそらくジュンガル旗に居住

するモンゴル族の漠化が原因であろう。つまり，漢化したため，ハイシツヒの指摘しているよう

に，黄河岸での少女供養の要素が入ったのであろう。

④ウンドゥグン・チヤガン（卵白色）の「白宮」

ウンドゥグン・チヤガン（Ondegen eagan）とは「卵白色」の意味で∴じつは卵白色のウマの

ことを指す。この「白宮」はウマそのもので，祭殿として使われるゲルはなかったという。ウマ

はかつてオルドスのもっともいい放牧地であったジュンガル旗の，黄河のほとりのポロ・ドカイ

に放たれており，「八つのオトク」のホーテン・ジヤハルという集団に管理されていたという

（Sainlirgal＆Saraldai1983：197）。現在の卵白色馬は，1984年にオトク旗のシ二・ジョ地

区の牧民の馬群に「転生」したことをダルハトが知り，1988年に「八白宮」の場所に連れてきた
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ものである。

モンゴル族はとくに白色のウマを珍重視し，これを天に捧げ（SechinJagchid＆Paul Hyer

1979：45－46），「オンゴン・モリ」（神のウマ）とよぶ。このウマには神がのりうつると考えら

れ，誰も利用したり殺したりすることはできない。上記の卵白色馬はチンギス・ハーンが神に捧

げた「オンゴン・モリ」とされている。オンゴンとはゲルの東北隅に置かれていた神像を意味す

る。小長谷によれば，オルドスをはじめ各地で生きたまま神に捧げ，利用を禁ずる家畜が「オン

ゴン・マル」（神の家畜）とよばれて維持されている（小長谷（利光）1988：28－29）。

陰暦3月21日の春季大祭の時，卵白色馬は牧民の礼拝を受ける。大祭の一環として，このウマ

の背中に酒を満たした杯をのせ，杯のなかの酒がウマの背中にこぼれ，ウマの身震いと杯の落ち

た方向を観察する（Serruys1982a：236－240；Rintchen1959：87）。家畜に酒や乳をかけて身震

いさせることによって未来の事象を読みとる行為は，モンゴル族やシベリア各民族のあいだで確

認できる（ハルヴァ1991：201）。

⑤ポロ・ウンドウルの「自宮」

ポロ・ウンドウル（boro ondor）とは，「褐色の高きもの」と名づけられた馬乳酒を入れる

桶を指す。かつては卵白色馬と同じくジュンガル旗内で祭られていた。

ラシード・ウッディンは，「皮で縫製し，車に載せて使う大きな馬乳酒を入れる容器をウン

ドウルという」と記録している（ラシード・ウッディン1986a：211）。『元史』では「醍都」と

書いて「太廟の祭祀に使用する乳製品を運ぶ車」と説明している（『元史・志第四十八・兵三』

1976：2554）。ウンドウルは，「八白宮」と思われる「太廟祭祀」と関連していることから，古く

から祭祀に使用する馬乳酒容器の代名詞としていたことがわかる。

「褐色の高きもの」は，かつてチンギス・ハーンがケルレン河のほとりで，九十九の天に祈り

を捧げるため，九十九頭の白きウマの乳を天に振りまいた時に使われた馬乳入れであったといわ

れている。春季大祭で，ジノンをはじめチンギス・ハーンの直系子孫タイジたちが，この「高き

もの」に入れた九十九頭の白きウマの乳を振りまく。ジノンの専属讃歌師は「九十九頭の白きウ

マの乳を振りまく祝詞」を唱える。

⑥ジローの「自宮」

ジロー（Jilogo）とは手綱（これにはくつわも含まれる）のことで，この「自宮」は「上ジ

ロー」（degedulilogo）と「下ジロー」（dooradulilogo）の二つからなっている○ジローの

「白宮」はチンギス・ハーンが日常騎乗していた八頭の白黄色馬（羞iraga）の（転生による）系

統をひくウマ八頭と，二セットの馬具を祭っていたという。「上ジロー」の「白宮」は最初，エ

ジン・ホローの東約45キロのところ，ウラーン・ムレン河の東岸，チヤガン・トロガイにあった。

「自営」のなかに白檀と金でつくった鞍をはじめ，馬具を一セット保存していたという。「下ジ

ロー」の「白宮」は最机ジュンワン旗の南，エケル河の東岸にあった。後に漠族の侵略を避け
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て1912年にクク・ウソ河の南岸，シャバグ平野まで移り，またも漠族の圧迫でゲチュ河で一年間

とどまり，そして最後にチンギス・ハーンの「白宮」近くまで移ってきたという（SainJirgal

＆Saraldai1983：268－272）。自黄色馬は現在二頭しかおらず，その内の「小自黄色馬」は，

ウーシン旗ウラーン・トロガイ地区の馬群に「転生」したものである。

白黄色馬は上述の卵白色馬と同じように，春季大祭時にだけ馬具をつけ，ダルハトのジローチ

ン（制御者）に連れられてくる以外は，神聖視され，いっさいの利用が禁じられている。

⑦弓矢の「自宮」

弓矢（hor sagadag）の「自宮」は一つのゲルからなり，なかにはチンギス・ハーンが使って

いたといわれる三張の弓と矢を納め，西の「大部」ダルハトに属する30戸ばかりの箭簡士（hor－

einar）が祭っていた。この「白宮」は最初エジン・ホローの南4キロのタラ・ホドクにあった。

その後ブリドに移って200年間経過し，今世紀に入ってから，また，シャンシン・ハマルで数年

祭られた後，1944年にチンギス・ハーンの「白宮」付近まで移したという（Sainlirgal＆

Saraldai1983：263）。

弓矢は国家の鎮守神である。『蒙古源埼』によると，オイラト・モンゴル族の実力者トカン太

師はチンギス・ハーン一族の出自ではないにもかかわらず，ハーンの位を奪おうとしたために，

「八白宮」を参拝した際に暗殺された。人びとは，その場で供奉されていた箭筒内の矢が血に染

まっていたことを確認しあったという。チンギス・ハーン一族の支配に脅威を与える者は，この

弓矢で処刑されていたと伝えられている。

箭筒士は，ダルハトのなかでももっとも特権的な集団として認められている。かれらはフェル

ト製の神像オンゴンを所持し，チベット仏教を拒否しつづけてきた。かれらは集団で民家を略奪

することがあり，そうすることによって，チンギス・ハーンの軍神黒三叉の威力が発揮できると

されていた（Sainlirgal＆Saraldai1983：453－454）。ダルハトのシャラルデイによれば，箭筒

士は西の「大部」ダルハトに属していたという。しかし，「大部」ダルハトには文官爵が多く，

箭簡士の配置にそぐわない。箭簡士が歴史的にはゲシクの成員であったことから判断すれば，む

しろ武官爵の多い東の「中部」ダルハトに本来は属していたと思われる。文官化させたのは，お

そらくオルドス・モンゴル族を旗制度に再編成した際の，清朝の策略であろう。

中国共産党政権の樹立後，箭簡士は解散させられ，弓矢も1960年代の「文化大革命」で焼き払

われた。箭筒士は現在エジン・ホローに十数戸しか残っていない。

⑧文書館の「自宮」

文書館（羞ang－un OrOgeまたは羞ang－un OrgOge）の「白宮」はチンギス・ハーンの「自営」

のそばに建てられ，祭祀に使用される各種の金銀道具，祭祀文書，それにモンゴル族の各種歴史

文書を保存していた。年配のダルハトによると，『蒙古源流』の作者サガン・セチェンは同書を

書く時，この「白宮」に保存されていた資料を引用したという。文書資料のなかでも，とくに
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『紅史』（叫脚光摘硯，『貴史』（義和摘硯，『金冊』（肋舛β穐）は秘密文書とされ，共

産党の時代までは，他民族の者にみせるのを厳禁していた。ジャムツアラーノはモンゴルの編年

史についての研究との関連で，『紅史』などはチンギス・ハーン祭祀に関する規定を内含してい

ると指摘している（1955：5）。筆者の考えでは，『白史』や『紅史』などは歴史書の性格をもつ

一方で，ダルハトが語るように，大祭の意義を解くなど理論的根拠になっている色彩が濃厚であ

る0とくに『白史』がハーンの編集とされていることを考慮すれば，祭祀は「勅命」による運営

であったことが端的に示されているものといえよう。

文書館の「白宮」は，文官の多い西の「大部」ダルハトが祭っていた。武器の弓矢は武治の象

徴であるのに対し，文書館の「自宮」は文化と文治の象徴である。天下をとり，王朝を維持し統

治するには「文武両道」のいずれも重要であることを示している。

以上みてきたように，八つの「白宮」は通常「八白宮」とよばれ，「五百戸の黄色いダルハト」

のうち，西の「大部」ダルハトが祭祀を主宰してきた。現在残っている「八白宮」は「三人の妃

に五つの遺品」で構成されている。チンギス・ハーンの四人の后妃のうち最後まで政治権力を

纏っていたのはイェスウイ妃であったにもかかわらず，現在のオルドス地域には彼女の「自営」

がない。各「白宮」がしだいに整備されたことは，『元史』などの記録からもあきらかである。

ジャムツアラーノらの記録とも考えあわせると，現在の「八白宮」のうち五つの神格化された遺

品は，もともとはイェスウイ妃が生前に主宰していた宮帳オルドに属する神体であって，後にそ

れぞれ単独の「自営」として創造されたと推察できよう。

2．3　軍神黒三叉

つきに東の「中部」ダルハトの主宰するカラ・スウルデとよぶ軍神黒三叉をみよう。スウルデ

とは，人間の魂（snr）がやどっている神器であろうとウラジミルツオフは示唆している（1941：

330）○モスタールトは「守護神」とする（Mostaert1942：598）。モンゴル族の各種文献では，

スウルデは軍神として登場し，戦いでスウルデが奪われ，あるいは破壊された場合は敗北を意味

する（Ceringso血am1989：490，491）。

モンゴル族の各集団には，それぞれ独自のスウルデがあった（Cingel1992：357）。オルド

ス・モンゴル族は，昔から軍神スウルデの分身たると・モリ（heimori）を住居の前に立て，

スウルデ信仰の篤さを物語っている。ヒ・モリは，三叉の形をした鉄器にウマのたてがみを飾っ

たものである。チンギス・ハーンの軍神といわれている黒三叉は，最初ウラーン∴ムレン河とク

ク・ウソ河の合流するシ二・ホシューというところで長く祭られていた。清朝の剋軋黒三叉の

「禁地」が漠族に占領されたため，北のチヤガン・トロガイのスウルデ・ホローへ移ったという。

黒三叉の形について，ダルハトのシャラルデイはつきのように記述している（SainJirgal＆

Saraldai1983：286－288）。上部の両刃の槍は鉄製で，長さ約33センチ，槍の下に銀環がつけら

れている。銀環には八十一の孔があり，ここに房を飾る。房は各旗から献上された九頭の種雄サ
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マのたてがみを使い，「オンゴン・マル」（神の家畜）として天に捧げたヤギの皮でつくった皮

綱で固定する。通常「オンゴン・マル」の屠殺は禁じられているが，チンギス・ハーンの軍神を

飾る場合にかぎって，屠殺がゆるされている。

黒三叉の竿は約四メートルと長く，ジュンガル旗のアグイ寺，シラガ河，シアルタイ寺，カラ

河，ラベ山などの地に生育する柏を使用する。三叉の製作に材料を提供するこれらの地は，同時

に三叉の「禁地」でもある。三叉の竿にはまた「衣」（debel）が巻かれる。長さ約四メートルの

黄色い絹に千個のボタンをつけ，竿を巻く。三叉は石でつくった「金亀」の背中の穴に差しこん

で立てる。それを囲んで四本の小さい三叉があり，これをイルチ・スウルデ（小三叉）という。

中央の三叉と四本の小三叉とのあいだを，種雄ウマのたてがみでつなく。小三叉は中央の三叉を

固定する「脚」（hol）の役割をする。したがって，黒三叉はまた「四脚の黒三叉」ともいわれる。

ダルハトのホニテン・バヤンチケルによると，三叉の周囲には木柵があって，それには黄色い

絹の垂れ幕をつけていたという。1904年（光緒三十）の文書には「木柵を飾る漆5斤」を各旗か

ら徴収しているので（『成吉思汗八白室』第二153），木柵は漆塗りであったことがわかる。

3　「八白宮」と黒三叉の祭祀

3．1「八白宮」の祭祀運営

チンギス・ハーンの「八白宮」の一年間にわたる諸祭祀のなかで，毎月の1日と3日におこな

う祭を「月祭」（sara－yin tailga）という。平時の「信仰祭」（snsng－in tailga）とは，祭殿

を訪れた参拝者を対象に，ダルハトが適当と認めた日におこなう祭である。参拝者は，大型家畜

か一瓶のバター（あるいは酒）を献上する。

諸祭祀を運営する根拠は『十善自史』（A血〃　β町α〃血　肋桝－〟作物〝乃地）にあるとさ

れている。それには「春夫の龍月の21日は，チンギス・ハーンが九十九頭のウマからしぼった白

い馬乳を振りまいた日。この日に『白い群れの宴』（eaganSnrng－in horim）の儀礼をおこなえ

……仲夏の馬月の16日には，世界の守護神である大鍋を設置し，九十九頭の白馬から生まれた仔

ウマが順調に育つように，夏季の祭をこの日におこなえ3）……秋末の犬月の12日に仔ウマを繋綱

（eigta羞ilbi）から解放し，『面繁と口伽の宴（nogto　餌rge－yin horim）』をおこなえ・・・・・・

冬の半ば鼠月の3日はチンギス・ハーンより祝福をいただいたため，冬の皮綱（tasu皿aあーるいは

tasama）祭をおこなえ」と記してある（留金鎖1981：87－88）。

ウマの搾乳をおこなう際，仔ウマを事前につないでおく。ウシの場合は，仔ウシが母ウシの乳

を飲めないように，仔ウシの口に口伽をつける。面紫と口伽からの解放は搾乳の停止を意味する。

「面繁と口伽の祭」は，搾乳行為にちなむ儀礼である。

6月15日の「仔ヒツジの章丸祭」（uguraghuraga－yin tailga）には，この日までに去勢をさ

れていない仔ヒツジ（huraga）を殺し，章丸（ugurag）を献上する。これは，祭祀者ダルハトと
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チンギス∴ハーンの直系子孫であるタイジだけでおこなう秘儀である。伝承では，チンギス・

ハーンが出征前に種雄のヒツジを食べたことで，大勝を得たことを記念する儀礼であるという

（Sainlirgal＆Saraldai1983：105－106）。

この儀礼の重要な意義は，葦丸の使用にある。モンゴルでは普通仔ヒツジを去勢した後，切り

とった章丸（bogere）を食用し，それによって強勢を得るといわれている。これは，普通食用し

ない種雄を食べて大勝したというチンギス・ハーン伝承とも呼応する。

この祭祀で章丸を意味するウーラガ（ugurag）ということばは，本来は初乳を指していた。古

代のモンゴル人は初乳を神像オンゴンに捧げていたという記録がある（カルビニ／ルプルク

1989：11）。オルドス・モンゴル族はいつも初乳を子どもに飲ませたという（モスタールト1985：

78）。ブリヤート・モンゴル族は，初乳は天から授かるものと信じている（ハルヴァ1991：199）。

初乳にとくに重要な意義が附された背景には，「増殖儀礼」の要素も含まれていることが読みと

れる（小長谷1991a：605）。去勢されていない仔ヒツジは，通常種雄の候補者であり，その選定

は家畜の血統（系統）の操作と関連する（小長谷1992）。厳密な選定を経た種雄の屠殺は，日

常的にはみられない。したがって，この祭祀において，初乳と同じ意味の葦丸を捧げることは，

それを食べることで強力になるというだけではなく，むしろ「種」の操作にあるのであろう。祭

祀には，チンギス・ハーン一族以外の者の参会を排除している。天から授かった「高貴な種」と

しての章丸をハーン一族の者のみが献上する行為には，ハーン一族の血統の純粋性を維持しよう

とする信念が託されているのであろう。

7月27日は「直系子孫タイジたちの参拝日」である。ジュンワン旗のタイジは，チンギス・

ハーンとボルテ皇后の「自宮」に参拝する。ウーシン旗とジヤサク旗のタイジは，クラン妃の

「白宮」を祭る。ジュンガル旗のタイジはグルバラジン・ゴワ妃を祭る。

10月3日のタスマという「皮綱祭」について，ダルハトのシャラルデイはチンギス・ハーンが

誕生した際，へそを皮綱（tasu皿a）で縛られたことの記念，チンギス・ハーンの産着をタスマで

縛った記念，さらには「越冬の用意」といった三種の伝承を伝えている（Sainlirgal＆Saral－

dai1983：110）。セールイスは，上記の『十善白史』の当該部分をチンギス・ハーンの誕生を祝

賀した儀礼とむすびつけて訳しながら（Serruys1974a：12），タスマは産着と無関係で，むしろ

「チンギス・ハーンの棺を巻く皮綱」と解釈し，葬礼との関わりを強調した（Serruys1978：

126－130）。筆者はセールイスの説は成立しがたいと考える。オルドスの結婚式において，花嫁は

髪型を娘式から既婚夫人用に結いかえる際，タスマを使用する（Serruys1975a：289，321）。こ

の事例を考えあわせてみれば，普段使用しない強いタスマは誕生・成人・新生などと関わる用品

であるといえよう。「皮綱祭」に使う皮綱は，オンゴンとして神に捧げたヤギの皮を使用し，

ハーン一族のタイジたちが用意する。黒三叉で用いたのと同様に，ここでも神に捧げた「オンゴ

ン・マル」はチンギス・ハーンのみが使用できたことを表している。

すべての祭祀の冒頭で，ダルハトと男性参拝者たちはかならず「主の賛歌」（elensang）を朗

唱する。「主の賛歌」の主な内容は，社会の安定と生活の幸福を祈願するものである。テンギ
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ズ・ハーンへの祈願を毎日唱えることによって，加護を希求し，チンギス・ハーンの威力を借り

て，内紛，病災，兵乱の除去を念願する。現在の「主の賛歌」にはチベット仏教の要素が混在し，

内容も温和化している。それでも敵対者を「金剛利剣で切り捨て，その生命の脈を断絶させよう」，

「信義を守らない者は締め殺す」などの殺意を含んだ文言がめだつ。

既述のように，「八白宮」はそれぞれ異なった場所にありながら，「五百戸の黄色いダルハト」

たちが，各祭祀を同じ日の同じ時刻に，同じように運営してきた。祭祀全般を同じ基準にもとづ

いて運営することは，「白宮」全体が個々に孤立した存在ではなく，相互に関連性が高いことを

表している。年に一度，すべての「白宮」が，チンギス・ハーンとボルテ皇后の「白宮」のある

エジン・ホロー地区につどっていた。これを「白い群れ」祭という。

3．2　「白い群れ」祭

3月21日におこなわれる「白い群れ」祭は，チンギス・ハーンの「八白宮」の諸種の祭祀のな

かで，もっとも重要な祭祀である。同時にこの祭祀は，全モンゴル族のもっとも重要な祭祀でも

あった，とダルハトたちはいう（Sainlirgal＆Saraldai1983：119）。その由来について，つ

きのような伝承がある。チンギス・ハーンが50才の春，二カ月間病気に悩まされた。全癒した後，

チンギス・ハーンは「春は悪兆の多い黒い季節である。99頭の白い牝ウマの乳によって黒い季節

を白くしよう」と命令し，仔ウマを「堅固な綱」（batuJele）につないで，しぼった乳を，九十

九の天に捧げたことに由来するという（Sainlirgal＆Saraldai1983：120）。現在では，ジノ

ンをはじめとするチンギス・ハーンの直系子孫タイジたちがこの日に天にむかって馬乳を振りま

く。

複数のダルハトによると，「白い群れ」祭が重要なのは，この日チンギス・ハーンの八つの

「自営」がすべてチンギス・ハーンとボルテ皇后の「白宮」を祭っていたエジン・ホロー地区の

バヤン・チャンホク平野に召集されるからであるという。清朝時代から1954年まで，「八白宮」

は普段はオルドスの各地に分散してあり，つどうのは「白い群れ」祭の時だけであった。八つの

「自宮」はそれぞれのダルハトに運ばれ，決められた道筋を通り，途中牧民たちの参拝を受けな

がら，3月17日にエジン・ホローのバヤン・チャンホク平野に到着し，決まった場所に配置され

る。大祭は21日におこなわれる。祭祀が終了する24日に，各「自宮」はまたおのおのの土地にも

どるのである。

この祭祀の重要性は「つどうこと」にある。ダルハトのシャラルデイらの調査は，つきのよう

な伝承を記録している。八つの「自営」が召集されてバヤン・チャンホク平野に到着した後，ジ

ヒ（Jihi）という場所に設営する。ジヒとは，大ハーンやジノンが宮帳オルドを設置する場所を

指す（Mostaert1941：194，1956：19－21）。かつてバヤン・チャンホク平野には「上ジヒ」，「中

ジヒ」，「下ジヒ」の三つがあった。一つのジヒにおいて三年連続で「白い群れ」祭をおこなっ

て，またつきのジヒで挙行することになっていた（SainJirgal＆Saraldai1983：123）。

元来，「上ジヒ」はモンゴル高原の中央部，アルタイ・ハーン山の東，ロハイ・ホシューにお
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かれ，「中ジヒ」はモンゴル高原の東部，ダリガンガ地区の北，ケルレン河のほとりにあった。

「下ジヒ」はオルドス地域にあった。フビライ・ハーンが任命した大祭の勅使は「下ジヒ」に駐

在し，大ハーンの命令を受けて81年に一度，「上ジヒ」か「中ジヒ」につどい，「白い群れ」祭

をおこなっていた。康禦年間に，清朝政府がオイラト・モンゴル族のガルダン・ボショクト・

ハーンの征服に進軍していた際，モンゴル高原を縦横に通過しておこなわれていた「白い群れ」

祭の行列に出会い，以後この祭祀を永遠に禁止したという（SainJirgal＆Saraldai1983：

123－124）。

この伝承から推定できるのは，まず「八白宮」は最初モンゴル高原の各地に別々に安置されて

いたことである0「八白宮」が最初に安置された場所について，『蒙古源流』ではアルタイ・

ハーン山の山陰，ヘンティ・ハーン山の山陽にチンギス・ハーンを安葬し，「八白宮」を設けた

とある（Saγang Seeen1956：110）。村上はモンゴル高原のケルレン河畔にあったとしている

（村上1976‥285－286）0ダルハトの伝承で「中ジヒ」がおかれていたとするケルレン河上流は，

チンギス・ハーンの大本拠地で，チンギス・ハーンの在世中は四大オルドが駐営していた場所で

ある（宇野1988：53－56）。「上ジヒ」のあった具体的な地名は限定できないが，おそらくチン

ギス・ハーンの四大オルドの四ヶ所駐営地のうちの一つトラ河流域であろう。いずれも，チンギ

ス・ハーンと縁故のある聖地とされている場所である。「下ジヒ」がオルドス地域にあったとの

説は，ダルハトたちがオルドス地域に定着した後の新説であろう。

小長谷は，モンゴル族の搾乳儀礼について考察した際，モンゴル族の搾乳儀礼とくにウマのそ

れは政治祭祀の色彩が濃厚であると指摘している（小長谷1991a：624）。そしてオルドスの「白

い群れ」という祭祀の原型は元来夏宮地でおこなわれる馬乳酒祭であったとする（小長谷1989a：

38，1991a：624）0つまり，「白い群れ」祭における馬乳の振りまきと章丸の献上などは，牧畜儀

礼とのつながりを明示すると同時に，牧畜儀礼を凌駕したかたちですべて政治的色彩に染められ

ているのである。

オルドスの最後のジノンで，1920年生まれの奇包賢は「白い群れ」祭の重要儀式をつきのよう

に語っている。「白い群れ」祭には後世の歴代ハーンやジノン，左右両翼各万戸の長官と重臣ら

が参列していた0参加者一同はまず，聖なる祖先アルン・ゴワ母からはじまり，現代にいたるチ

ンギス・ハーン一族の系譜をきく。それによって，自分とチンギス・ハーンのつながりを確認す

る。その後，「オンゴン・マル」（神の家畜）を天に献上し，軍神黒三叉を祭り，馬乳酒を振り

まくなどの儀礼を営む0ハーンやジノンらは，この機会にチンギス・ハーンの「御前」でモンゴ

ル全体に関わる大事について討議するという0以上一連の要素からみて，「白い群れ」祭は，政

治集会クリルタイそのものでもあり，その意味で政治儀礼というべきである。「白い群れ」祭が

帯びるクリルタイのような政治的色彩から，モンゴル高原を縦横に移動しつつおこなわれていた

この大規模な祭祀を，清朝は禁止せざるを得なかったのであろう。

村上は，『蒙古秘史』の成書とクリルタイの関係について述べた時，つぎのように推測してい

る。クリルタイの際には，チンギス・ハーンの後継者たちはまずチンギス・ハーンを祭った祭殿
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に参拝する。その時，聖祖チンギス・ハーンの偉業が高らかに朗唱されたのであろう。参会者の

系譜をチンギス・ハーンの御前で唱与ることによって，「チンギス・ハーンの源流」たる『蒙古

秘史』が作成されたのであろうという（村上1976‥397）0『蒙古秘史』の巻末において，同書

を書き終えた時間と場所を明記した際に，「オルドス」がオルドの複数形として表れる。それは，

「鼠の年」にケルレン河のほとりにクリルタイが開催され，「オルドスが設けられた時」に上梓

したとなっている。注目すべきは，「オルドス」とクリルタイと『蒙古秘史』の三者が一致して

いる点である。ここでいう「オルドス」は，クリルタイに参加するために集まった貴族たちの

「宮帳群」ではなく，聖地ケルレン河のほとりに創造された「八白宮」の原型にあたる「祭殿群」

であったと推察できる。

3．3　黒三叉の祭祀

黒三叉は天がチンギス・ハーンに授けた，全モンゴルの軍神であるとダルハトたちは主張して

いる。ホルチャバータルは，黒三叉はもともとチンギス・ハーンの最強の敵対者であったジャム

ハの軍神で，ジャムハが征服された後全モンゴルの軍神になったと推測している（Hureabagatur

1991：44）。軍神に女性が近づくことは厳しく禁止されていたため，妃たちが参会するチンギス．

ハーンの「白い群れ」祭には，黒三叉は祭られない。

黒三叉の専属祭祀集団は，東（左）の「小部」ダルハトである。ダルハトによると，諸祭祀の

うちもっとも重要なのは，十二年に一度の辰年におこなわれる「血祭」（dog羞igulhu）であると

いう。筆者はこの「血祭」を観察する機会にめくまれなかったため，ダルハトによる情報と『成

吉思汗八自室』という祭祀文書集にもとづいて以下のように再構成を試みた。

「血祭」の目的は，「モンゴル族の威勢を発揮させ，敵の勢いを圧する」ことで，その準備は

一年前からはじまる。前年の陰暦7月3日に，ジノンがオルドス七旗の旗王たちに「シュールゲ」

（羞ignrlege）を用意するよう命じる0「シュールゲ」とは「漠族とケガレ」を意味する「不吉」

な黒ヤギと「角がまがって顔に入りこみ，まつ毛が黄色，耳先と額が黄色いヒツジ」4）を指す。

オルドス・モンゴル族は，畜群のなかの黒色のヤギを「不吉」なものとする。また，「角がま

がって顔に入りこんだ」ヒツジは，おのれを盲にするという呪術的な意味が込められており，つ

ねに屠殺の対象となる。

辰年の陰暦6月15日を過ぎてから，西の「大部」ダルハトから40人，東の「小部」ダルハトか

ら60人，計100人のダルハトたちが25人ずつの四グループに分かれ，四本の小三叉をもって種姐

ウマに乗り，各旗へ出発する。種雄ウマは黒色にかきり，ジノンの命令で各旗から徴収される。

種雄ウマは願罪で制御しにくく，通常は騎乗に使用されない○種オスの精惇さは軍神の威力にむ

すびつけられている0一般に遊牧社会では，特定のウマは特別の権威を意味する（松原1991‥

421）0小三叉はオトク旗に一本，ウーシン旗とジヤサク旗に一本，ダラデ旗とジュンガル旗に一

本，ジュンワン旗とハンギン旗に一本持っていって巡回する〇二カ月間ほど各旗をまわって，81

頭のヒツジと81斤の酒，それに乳酒を徴集してくる。
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「血祭」は陰暦10月5日の辰時（午前8時）にはじまる。この祭に参加できるのは，モンゴル

族の男性のみである。ジノンと各旗の旗王たちの参加が義務づけられている。黒三叉は，それま

でに立てられていたスウルデ・ホローの地から，数百人の騎士に守られて，北のミンガ・ムドま

で移され，ここで「九×九」合計81頭のヒツジのまる煮（OtOge）5）が献上される。ミンガ・ム

ドすなわち「千本の木」とよばれるこの地点は，黒三叉が天から降りた場所と伝承されている。

「血祭」の具体的な進行について，ダルハトのシャラルデイはつきのように記述している（Sain－

Jirgal＆Saraldai1983：319－320）。

……この時，前日すでに用意したあの不吉なヒツジとヤギの血に，はい松の芽と酒をまぜ

て皿に入れる。そして唇から司もとまで切り開いたヒツジの頭をこの皿に漬けて，ヒツジの

口に血を嘗めさせてから，三叉に向かってその血を振りかける。

この時，ダルハトのクケッチン（主唱師）爵が以下の文句を朗唱する。

Arban sara－yin arban dorbene

gadagatu dalai－yin derdege

garhu naran－u mg－tn

eriyen羞ilbi－tu

ergignl ulaganuruguトtu

羞ira sormuusutu

eagan羞ahaitu

hara hitadud－in tologai orogu

羞ilege orhigsad－i orgiba

ha ha ha

十月十四日

大海の彼方

太陽の昇るところ

足の細い

唇を赤くむき出した

黄色いまつ毛の

白い靴をはいた

黒い漢族6）の頭のうえに

残灰をなげ捨てよう

ハ！ハ！ハ！

黒三叉の祭祀において参拝者一同は帯を緩めて手にもち，ひざまずいて「黒三叉の祭詞」の朗

唱をきく。帯を緩める行為は，出征前に祈祷を捧げる時や大ハーンの即位式に参列する時にみら

れる行為で，『集史』や『蒙古秘史』にその記録が多くみられる。村上は，モンゴル族は妻のこ

とを「帯なし」（bose ngei）といって，それは夫に身を委ね服従を誓うことであると説明し，帯

を緩めることは相手への服従を意味するという（村上1976：127）。帯を緩める行為は，非武装の

身を表し，大ハーンへの忠誠を表現するものである。

最後に三叉から南東（漢族の方向）に81歩離れたところで，「不吉」の黒ヤギを槍で刺し殺す。

この時，参加者一同の興奮は最高潮に達する。複数のダルハトに確認したところ，「『血祭』は

まさに漢族のオルドス侵略を防くためにおこなっていた」との回答が返ってきた。黒三叉の「血

祭」にみられるこの種の強烈な反湊族的な要素には，当然モンゴル族と漠族との歴史が反映され

ているはずである。それは，おそらく清朝末期からはじまる漢族のオルドス侵入への反発であろ
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う。

通常は辰年に南東へ向かっておこなわれる「血祭」であるが，非常時には敵が実際に現れた方

向へ向けて臨時的におこなうこともある。たとえば，1900年（光緒二十六）は庚子年であったが，

回民反乱の再興を防くため，バータル・オヴオという地で「血祭」がおこなわれた（『成吉思汗

八白室』第二149）。この時は，回民の故郷である西の甘粛省方向へ向けておこなわれたという。

「血祭」には，かつて人間を生けにえとして捧げていたとの証言がある。今世紀初頭に発見さ

れた黒三叉に関する文書のなかには，「敵の白い脳みそを酸乳のようにかきまぜ，敵の赤い血を

すすってのみ」のような祭詞があり，供物のなかには「殺した人間の血」などが含まれているこ

とは，人間を供えていた証拠とされる（Heissig1959：4ト46，1961：55；Rintchen1959：60－63）。

1911年の外モンゴル独立の際，敵の心臓を摘出して軍旗に捧げたといわれている。その軍旗はい

まもモンゴル国の国立歴史民族博物館に保存されている。

黒三叉はその威力をたもつため，いかなることがあろうと，建物のなかに入れてはならないこ

とになっていた。しかし，1954年に文化財保護の名目で，ダルハトたちの反対にもかかわらず，

強制的に新築の「チンギス・ハーン陵」の殿内に納められた。そのため「三叉の威力が発揮でき

なくなり，モンゴル族の威勢が落ちた」という見解が広がった。三叉の「血祭」は長らく禁止さ

れていたが，1988年（戊辰）にダルハトたちの要請で一度おこなわれた。現在票三叉のダルハト

は，一日も早く三叉を殿外へ出したいと主張している。

3．4　「八白宮」の巡回

「八白宮」と軍神黒三叉は，オルドスの一箇所にとどまることなく，つねにモンゴル民族と緊

密な関わりをもっていた。それは，主として「巡回」とその際の「祭祀費用の徴収」という方法

をとっていた。

チンギス・ハーンの「八白宮」と軍神黒三叉は，毎年モンゴル各地を巡回することになってい

た。それは，祭殿そのものを運ぶのではなく，代用品としてチンギス・ハーンの肖像画と小黒三

叉を持参する。ダルハトが騎乗するウマとラクダ，道中の食品をオルドス七旗が用意する。かれ

らは，ジノンより授けられた「牌子」という身分証明書を携帯した。巡回ルートは，東西二つで

あった（SainJirgal＆Saraldai1983：466）。

西の巡回ルートは，オルドス地域の南西にある青海省まですすみ，それから北西へと新張のイ

リ平野を目指す。イリからその北のタルバガタイまでに分布するオイラト・モンゴルの各地をま＼

わる。

東の巡回ルートは，つきの通りである。オルドス地域から西北へ黄河を渡り，アラシャン地区

を通ってモンゴル高原西部のウリヤスタイにつく。ウリヤスタイから北東へ西部ハルハを通り，

バイカル湖畔のブリヤート・モンゴル地域を訪ねて南下する。南下の際は，東部ハルハを経由し，

途中オノン河から「聖水」を採集する。そして今度は内モンゴル東北のホルンフィル草原，ノン

ニ河へ行って南西へと弓ほ返す。ハルチン草原，ウジュムチン地区，スニト地区を最後に，陰山
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山脈の南麓を通ってオルドス地域にもどる。

巡回中のダルハトは，各地の旗王などチンギス・ハーンの直系兼高の宮帳オルドを訪ねる。ダ

ルハトが到着すると，旗王たちはうやうやしく出迎え，丁重にもてなす。宮帳オルドの付近で一

般牧民の参拝を受け，祭祀用品の献上を受ける。一般牧民の多くは家畜を献上するが，ダルハト

はそれを徴収するのではなく，ただ「登録」しておく。以後その家畜は，群れのなかのオンゴン

とみなされる。金銀を捧げる者もいるが，ダルハトはほんの一部しか受けとらない。参拝を受け，

チンギス・ハーンの存在を全モンゴル族に示すことが巡回の目的であるからだという（Sain－

1irgal＆Saraldai1983：467－468）。

結び

「八白宮」祭祀のなかには，7月27日の「直系子孫タイジたちの参拝日」のような祖先祭的な

要素もみられるが，全体を直接運営しているのは，直系子孫タイジではない。運営者ダルハトは，

有力部族出自の者か，忠誠を尽くした親衛部隊ゲシクの子孫かで構成する一種の超出自集団であ

る。かれらダルハトが主宰しているのは，個々のオボク集団の祖先を超越した，「全モンゴル族

の祖先」たるチンギス・ハーン祭祀である。祭祀の具体的な進行過程で，馬乳の振りまきや章丸

の摘出など，牧畜儀礼の部分もみられるが，それ以上に明確なのは，祭祀全体に貫徹されている

モンゴル族の統合を目的とした政治的目的ということである。政治集会クリルタイ的な色彩の強

い「夏季大祭」や「白い群れ祭」は，祭祀体系全体の政治的目的をみごとに演出している。チン

ギス・ハーンを対象とする「八白宮」祭祀は，多重な政治構造によって形成されたものである。

注　釈：

1）本論文は，筆者が1993年に総合研究大学院大学に提出した『オルドス・モンゴル族の社会構造』

と題する博士学位申請論文の第三章の一部を大幅に書き直したものである。

2）「八白宮」について，オーストは異なる内容を記録している。それはエジン・ホローにある

「聖骨」，上のジローチ，下のジローチ，弓矢，上のプレー（ラッパ），下のプレー，三叉，

小主君（バガ・エジン）の八つである（00St1932：85）。また，ダルハトの戸数について，

ジャムツアラーノは500戸を維持している（XaMllapaHO1961：198）との記録に対し‾＼

て，1941年2月には462戸との調査がある（梁1987：12）。

3）この一句をセールイスはつきのように英訳している。“On the fifteenth of the middle

month of summer，When the Wide Mother，SupPOrt Of the Word，‘releases’the Great

Nunber，bringing forth the milk and the foals of the ninety－nine white mares，…．”

（Serruys1974a：12）。

4）「黄色い頭（羞ira terigutn）のヒツジ」は，各種の祭祀に使用される。たとえば結婚式にお
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いて，「火の賛歌」（gal－unirngel）を唱える際にみられる（Serruys1974b：276）。ジャム

ツアラーノが収集した各種祭祀文書にも多出する（Rintchen1959：99，101等）。

5）現在，オルドス地域では普通のヒツジの丸煮をシュース（羞ignsn）というのに対して儀礼用の

をウトウケ（OtOge）という。『続増華夷訳語・飲食門』には「几禿克」と表記して「膳」と

訳している（頁敬顔　朱風1990：80－81）。モスタールトのコレクションにある℃onJin Sudur

Bolai’（ホンジンのマニュアル）という結婚式における式の進行係（QonJin）が使用する文書

には，チンギス・ハーンに献上する丸煮はウトウケと表現され，シュースはただ単に一般名詞

的に使用されている（Serruys1975a：281）。しかし，元朝時代においては，シュースは公務

出張者をもてなす現地での接待料理として規定されていた（小長谷1993：4）。

6）シャラルデイは，その著作のなかで，この箇所を「不明瞭」としている（Sainlirgal＆Sara－

ldai1983：320）。筆者は別のインフォーマントの話により，補足しておいた。
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